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Hebomoia glaucippe on Satamisaki, the southernmost part of Kyusyu 


By Kóngi SAKAGUTI and HARUO FUKUDA 


九州 の 南端 佐多 地方 に ツマ ベニ チョ ワウ Hebomoia 
glaucippe liukiuensis FRUHSTORFER が 棲息 し て いる 
と いう 噂 は 可 成 り 古 く か ら 伝え られ て いた が , 1949 年 
11 月 朝比奈 正二 郎 博士 に よっ て 確認 せら れ , 見 事 な 原 
色 図 版 と 共に 新 昆 虫 3 巻 4 号 に 報せ られ た の は その 翌 
年 の と と で ある . 終戦 に よっ て 昆虫 の 宝庫 台湾 を 失 
vs 狭め られ た 国土 の 一 隅 に この 巨大 な 燈 蝶 の 定住 す 
る と と を 知っ て , 吾 々 蝶 愛 好 者 は 思わ ず 快 哉 を 叫ん だ 
も の で ある . 一 一 紺碧 の 海 と 深緑 の 亜熱帯 林 や ベッ ク 
に ツマ ベニ チョ ウ を カラ ラー ブフ ィ ルム に お さめ た らら 一 
と いう 年 来 の 希望 も 尊 く 一 昨年 秋 の 佐多 地方 へ の 小 旅 
行 に よっ て 達せ られ た . 甚だ 押 い 写真 で ある が 御覧 に 
供し た い . Hé 本 稿 掲載 に つい て 御 尽 力 下 さっ た 緒方 
正美 氏 に 対し 深謝 の 意 を 表し た いと 思う . 

私 達 が 対岸 の 山川 洪 か ら 船 で 佐多 町 に 渡っ た の は 
1954 年 10 月 17 日 で , 先 づ 山川 港 で も か な り 多 数 の ツマ 
ベニ チョ ツウ を 目撃 する と と が 出来 た . し か し 佐多 町 伊 
座敷 に 着く と ツマ ベニ は 一 層 そ の 数 を 増し , この 状況 
な ら 必 ず 撮 影 成 功 す る も の と 思わ れ た . OT Ee 
活 な 飛翔 を 見 守る だ け で 最初 の 2 日 は 空しく 経過 し , 
第 3 日 大 泊 か ら 岬 へ 向う 途 で , フ ヂ ウツ ギ の 花 吸 密 
に 飛来 する の を 待ち うけ て 続け さま に 数 回 ど シヤッター 
を 切っ た . 

佐多 地方 か ら の 従来 の 記録 を 統合 する と , と の 地方 
で は ツマ ベニ チョ ウツ は 幼虫 又は 遇 で 越冬 する . 4 月 中 
知 に な る と 第 1 化 の 成虫 が 現われ , 5 月 に は アプ ラ ギ 
Y, 6 月 に は スイ カズ ラ の 共に 多 く 来 集 す る と いわ れ 
る . 夏 た 入っ て か ら も ずっ と 世代 を 繰返し て 新鮮 な 成 
虫 が 見 ちら れる. 私 達 の 訪れ た 10 月 下旬 に は 8 が 多く , 
9 は 僅か に 見 受け られ た が 殆ど が 羽化 後 半 日 も た ヽ な 
い 新 鮮 な We で あっ た . は 83 より 少し 遅く 11 月 に 入っ 
て 多く 現われ る よう で ある . 秋 に は クサ ギ や フ デ ヂ ウ ツ 

















ギ の 花 を 訪れ る が , 11 月 に は アザ ミ の 花 に 飛来 する と 
いわ れる . 従っ て と れ ま で の 記録 と 私 達 の 観察 と を 併 
せ て 考え る と , 佐多 の ツマ ベニ チョ ツウ は 4 月 中 一 5 
月 下 , 6 月 上 一 下 (?), 7 月 上 8 月 中 (?), 8 月 下 
(?)—9 HFC?) 10 月 上 一 1 月 上 旬 の 年 5 回 の 発生 
を 繰 返 す も の と 思わ れる . と の 中 第 2・3 回 目 は 若干 の 
根拠 が ある が , 第 4 回 目 は 全く の 推定 こと ゞ まる . 第 
1 回 と 最終 回 と は 先 づ 確実 と 思う . 
蝶 の 食 草 は , 此処 で は ギョ ボク (フウ チョ ウソ ツウ 科 ) 
で ある . ギョ ボク は 人 魚 木 の 広 で , 材質 が 軟 く 軽い の で 
擬 魚 を 作り イカ 釣 の 際 に ね おとり と し て 使わ れる そう で 
ある が , この 地方 で は ギョ ボク で 作っ た 下駄 は 軽く て 
履き よい と いう の で , さか ん に 伐 木 さ れつ ぇ あぁ あぁ ある の は 
と の 蝶 の た め を 誠に 遺 憎 な と と で ある . 写真 た 掲げ た 
樹 は 今度 の 旅行 で 私 達 の 観察 し た 最大 の も の で , 高き 
8 米 以 上 に 及ぶ も の で あっ た . ギョ ボク は 落葉 次 木 で 
ある が , 普通 の 落葉 樹 と 違っ て 落葉 は 3 一 4 月 の 頃 に 
お と る . 従っ て 幼虫 は 中 摂 食し な が 成長 で きる わ 
け で , 5 月 上 旬 に は 既に 新芽 を 吹く が , と の 時 期 が ツ 
マ ベ ニ の 第 1 化 の ? の 産卵 期 と 一 致し て いて , @ は 新 
芽 の 附近 に 産卵 する . 産卵 に は 地上 1 米 迄 の 低 所 の 葉 
が 多く 撰 は ば れる よう で , 写真 に 掲げ た よう に 「 ギ ョ ボ 
IC o CBp YES) 程 の 高 所 産 付 され る と と は 先 
づ 例 外 に 近い と と だ か ら , 誤解 の な いよ う 附 け 加 えて 
お く . ともあれ, 此処 で は ギョ ボク の 葉 の 状態 と ツマ 
ベニ の 生活 史 と は 見 事 に 一 致し て いる わけ で あり , € 
た , ギョ ボク は この 地方 に 於 いて 唯一 ひ ツ マ ベ ニ の 食 
草 な の で ある か ら , 極力 伐 ら ず に 保護 され た いも の で 
ある . ギョ ボク の 係 存 が 行 届 く 限 り ツ マミ ベニ の 麻 姿 は 
絶 を える と と な く 永 久 に 美しい 佐多 の 風物 に な る と と だ 
ろう . 

私 達 が ギ a ボク の 葉 裏 発 見 し た ツマ ベニ チョ ウツ の 
卵 は 10 月 20 日 飼育 壌 の 中 で 解 化 し , 10 日 後に 第 2 令 に 
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まで 成育 し た が , 大 阪 に 持 か えっ て か ら は 現地 か ら の 
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食 草 の 追 送 が 遅れ た ヽ め 間もなく 死ん で し まっ た ・ 従 の 写真 を お 眼 に か けた いと 思っ て いる . 
っ て その 後 の 模 様 を 観察 する と と が 出来 な か っ た が , 


Summary 


In October 1954 we had an opportunity to takea short trip to Satamisaki, the southernmost 
part of Kyusyu, and to take photographs of some life-forms of Hebomoia glaucipbe, the largest 
Pierid of Japan. The butterflies are tropical or subtropical and are distributed widely in the 
Oriental region. They are divided into several subspecies according to localities. Satamisaki is - 
the northernmost district in which they live and they are represented there by subspecies 
liukiuensis FRUHSTORFER. The larvae live upon Crataeva religiosa and they repeat five life-cycles 


during the period from April to November in this district. 


図版 の 説明 
LÆ: フ ヂ ウツ ギ の 花 た 飛来 し た ツマ ベニ チョ ウ の 3$. 
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Ash LEROS E Lyi. 
HÆ: "25m. 


dus: X aZ ORIRE SND. 


T: GXam4Z(u PEE. 


Explanation of Colour Plate* 


Upper left: A male butterfly coming to the flower of Buddleja insignis. 
Upper right: Newly hatched larva and the egg-shell. 


Middle left : 2nd instar larva. 


Middle right: Eggs laid on the underside of the leaves of the food-piant, Crataeva religiosa. 


Under-side : One of the writers climbing on the tree of Crataeva religiosa and searching for 


eggs of the butterfly. 


*A] figures were prepared from the Kodachrome transparencies. 
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最近 発表 きれ た 黒沢 ・ 尾 本 ( 琉 昧 列島 産 ツ ィ ペ ニチ 
ョ ツウ の 地方 変異 に 就 いて , 国立 科学 了 物 館 研究 報告 
Vol.2, No. 2, 1955) に よれ ば 屋久 島 産 の ツマ ベニ テ ナ 


伯 考 大 山 で サツマ シジミ を 採集 

1955 年 7 月 3 日 午前 , 鳥取 県 西伯 郡 大 山寺 村 中 ノ 原 , 
FALH, 国鉄 山 の 家 附近 (標高 813m の 地点 ) で 
サツマ シジミ Celastrina albocaerulea を 1 頭 採集 し 
た . と の 日 は 平均 風力 7 の SSW c, 前 4 日間 同じ 強 
風 の 下 に あっ た し , 本 個体 の 不 完全 きか ら 推 し て 南方 
か ら 幅 風 と た の っ て 移動 し て 来 て 個 然 採集 出来 た も の 











a VVi H. glaucippe shirozui KUROSAWA et OMOTO 
と いう 新 亜 種 と し て 取扱 われ て お り , 佐多 岬 の も の も 
これ に と 該 当 す る と いう と と で ある . 

本 稿 提出 後に 別刷 を 見 る 機会 を 得 た の で 追記 する . 


で は な いか と 思う . 標本 は 国鉄 大 山 山 の 家 叶 物 標本 展 

示 室 に 保存 し て いる . (西村 公夫 ) 
8] E 

1. 第 巻 第 4 号 27 頁 26 行 目 , ウツ ア ス オ リ ン ガ は ウス 

アオ リン ガ と 訂正 し ます . 

2. 全 号 34 頁 写真 説明 中 , 竹内 , 箕浦 両氏 の お 名 前 が 

入れ か わっ て いま す の で 訂正 し ます . 
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